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検体からのウイルス分離・増殖効率を改善する細胞株の探索・性状解析 

 
研究分担者 渡邉 真治  

国立感染症研究所・インフルエンザウイルス研究センター・室長 

 

研究要旨 

ヒト咽頭由来株化細胞Detroit562細胞での季節性インフルエンザウイルス（A/H1N1pdm09亜型、

A/H3N2 亜型、B 型山形系統および B 型ビクトリア系統）の増殖性を調べた。その結果、いずれの

ウイルスも増殖することが明らかとなったが、その効率は従来使用されているイヌ腎由来株化細胞

［Madin-Darby Canin Kidney（MDCK）細胞］（hCK 細胞）よりも低かった。 
 

Ａ．研究目的 

流行期ごとの季節性インフルエンザウイル

スの性状（抗原性や抗ウイルス薬感受性）を理

解することは、適切なワクチン株を選定する、

あるいは抗ウイルス薬耐性株の出現・拡がりに

対する対策を施す上で、大変重要である。その

ためには、流行期の患者臨床検体からのインフ

ルエンザウイルス分離が必須となる。インフル

エンザウイルスの分離にはイヌ腎由来株化細

胞［Madin-Darby Canin Kidney（MDCK）細胞］

が長く慣習的に使用されている。しかしながら

近年、特に季節性ウイルスのひとつである

A/H3N2 亜型ウイルスについて、MDCK 細胞を

用いての分離・増殖効率の低下傾向が報告され

てきており、野外流行株の分離捕捉率の低下、

またこれによる流行株性状の正確な把握が妨

げられることが懸念されている。そこで、季節

性インフルエンザウイルス全般の分離・増殖効

率の改善を見込める細胞株を探索・樹立し、そ

の細胞株をインフルエンザ流行株分離用基材

として地方衛生研究所に配布、活用してもらう

ことでインフルエンザウイルス株サーベイラ

ンスへ貢献することを目的とした。 
 

Ｂ．研究方法 

現在感染研では、MDCK および MDCK-SIAT1

（SIAT1）細胞あるいは hCK 細胞（季節性イン

フルエンザウイルスのレセプターを多く発現

している細胞）をウイルスの分離・増殖に使用

しており、一定の効果を上げている。しかしな

がら、特に SIAT1 細胞および hCK 細胞は培養

維持費が高額である点で、地衛研での恒常的な

使用については難しい面がある。また１種類の

細胞でウイルス分離出来る方が、地衛研での細

胞の維持の点からも望ましい。そのため筆者は

ヒト呼吸器系由来株化細胞である上気道咽頭

由来の Detroit 562 細胞に着目している。これま

で A/H3N2 亜型ウイルスについて増殖性を検討

したが、今回 A/H1N1pdm09 亜型および B 型ウ

イルスの増殖性について検討した。 
 
（倫理面への配慮） 
該当なし 
 

Ｃ．研究結果 

A/H3N2 亜 型 ウ イ ル ス だ け で な く 、

A/H1N1pdm09 亜型ウイルス、B 型山形系統ウ

イルスおよび B 型ビクトリア系統ウイルスも、

同程度増殖することが明らかとなった。しかし

残念ながら、MDCK 細胞由来の hCK 細胞と比

較すると、増殖性は低いことが明らかとなった。 
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Ｄ．考察 

Detroit 562 細胞でも季節性インフルエンザ

ウイルスは増殖することが明らかとなったが、

従来使用されている hCK（MDCK 細胞由来）

細胞より増殖性は低かった。しかし、検体から

の分離効率や分離されたウイルスの塩基配列

への変異誘導効率などはまだ不明なため、今後

検討する予定である。 
 

Ｅ．結論 

ヒト咽頭由来株化細胞 Detroit562 細胞にお

いて、季節性インフルエンザウイルス

（A/H1N1pdm09 亜型、A/H3N2 亜型、B 型山形

系統および B 型ビクトリア系統）は増殖するこ

とが明らかとなった。 
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